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日本遺産（偕楽園・弘道館）を核とした観光交流人口の拡大
－ 観光周遊拠点の魅力向上 （水戸市） －

県都水戸市の観光交流人口拡大に向けて

偕楽園・弘道館
入園者数（千人）

H26

1,039

＋102千人
（約10％アップ）

＜お客様の声＞
〇偕楽園の観梅を毎年楽しみにしています！
○ 弘道館での授業体験は特別感があってよかった！

偕楽園・弘道館の魅力や利便性を向上させるとともに，周辺施設や街並みと一体となった事業
を展開し，県内有数の観光周遊拠点づくりを進めています！

野点茶会

「水戸市第６次総合計画―みと魅プラン－」 引用

〇水戸市の観光交流人口の約３割を占める偕楽園，弘道館の集客
UPを図り，市が目標とする平成30年度400万人の観光交流人口の
達成について，市とともに目指していきます。

水戸芸術館
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授業体験

水戸駅

国内最大規模の藩校弘道館

千波湖

大手門復元イメージ

ライトアップ（南崖）

大規模イベント学ぶ！歴史体験！

街並み整備（周辺地域）

連携

H27 H28

1,076

1,141

H28H27H24 H30

観光交流人口（万人）

314
367 374 400

新たな魅力！

スマホを利用した
音声ガイド（多言語）

価値の磨き上げ！ 新たなサービス

景観の調和を図り周遊促進
（水戸市，民間会社と連携）外観修景

思い出に残る体験型イベントが好評！

景観まちづくり刷新支援事業

【偕楽園・弘道館】


